








非 IgA 腎炎の臨床的な特徴としては(1)発症時尿所見で血尿単独例が多く,初診時早朝尿蛋

白,尿沈渣,生検時早朝尿蛋白,1 日尿蛋白量,尿沈渣,最終観察時早朝尿蛋白は軽度のもの

が多い。(2)経過中の血尿パターンでは微少血尿を呈するか,あるいは微少血尿が断続する

ものが多い。(3)寛解例の年間寛解率では 5 年まではほぼ 20%程度で,その後低下する傾向

がある。病理学的な特徴としては WHO組織分類で minor glomerular abnormalities,focal 

proliferative glomerulonephritis などの軽度のものが多い。 


